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１ 概  況（平成２６年４月２３日現在） 

 

      総数  ５１名  

 

役員  

 会長         西尾 静夫  

 副会長・総務     清原 孝重 

 副会長・センター長  永島 敬夫  

 副会長        山田 シヅ子   

 会計         梶 実延子  

 理事（本庄）     坂井 佳江  

 理事（本山）     和田 道夫 

 理事（魚崎）     森本 和也 

 理事（住吉）     岡部 龍二 

 理事（御影）     廣瀬 和司 

 理事（研修）     南  秀人 

 理事（犯予）     松澤  恵 

 理事（協組）     大野  一 

 監査         藤川 正敬 

 監査         桑山美智子 

 相談役        梶井 正之 

 相談役        羽島 敦子 
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２ 事業実績 
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３ 社会を明るくする運動 

★平成２７年１月８日 作文コンテスト表彰式の写真 

 法務省主唱 第６４回”社会を明るくする運動”作文コンテスト表彰式（平成２６年１２月２５日）

での集合写真が桑山保護司から届きました。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ところで、神戸市立本山南中学校２学期の終業式で全校生徒に作文が披露されたことがホームページ

に掲載されていました。 

１２月２５日（木）は２学期の終業式でした。生徒たちに冬休みに今年一年間を振り返り、新しい年

の目標を立てるよう話しました。そして３学期の始業式には全員が充実した冬休みを過ごしたという自

信と誇り、責任と希望をもって明るく元気に登校するよう呼びかけました。  

 今年は「社会を明るくする運動作文コンテスト」で本校の２年生が県知事賞を受賞しています。素晴

らしい内容の作文なので、校長講話のあと、全校生にその作文を披露してもらいました。部活動で地域

行事にボランティアとして参加した体験から、社会を明るくするためには中学生が積極的に地域行事に

参加し地域に貢献し、地域の一員であるという自覚を持つことが大切であること、また、地域の大人と

顔なじみになり見守っていただくことで非行や犯罪が減少し社会が明るくなると思うという内容の素晴

らしい作文でした。  

 作文の最後には『母には、年二回の町内大掃除には必ず参加するよ

うに言われ、面倒くさく思っていたが、よく考えてみると、掃除のた

めだけでではないことに気づいた。大掃除に参加することで、地域社

会に居場所を作り、役に立っている実感を得ることができるのである。

ぼくにとっての社会を明るくする運動は、地域社会に参加、貢献する

ことである。そして、将来は地域を支えていけるようになることが目

標だ。そのためには、これからも地域の行事などに積極的に参加し、人とのつながりを意識していかな



- 6 - 

 

くてはいけない。ぼくの住む地域が明るくなれば、その隣り、またその隣りと明るい社会が広がってい

くだろうと思う。日本全体が明るい社会となるために、まず自分の町内から、社会を明るくする運動の

一歩を踏み出していこうと思う。』と結ばれていました。本校生が地域行事でのボランティア体験を通し

てこんなに立派な考えを持っていることに感動しました。これが全校生に浸透し、地域に貢献し地域を

大切にすることを願っています。  

   

★平成２６年１２月２７日 作文コンテスト表彰式の投稿  

 兵庫県推進委員会 第６４回”社会を明るくする運動”作文コンテストの表彰式に出席していただい

た羽島保護司から投稿いだだきました。  

 推進委員長賞の小学６年生の平松育恵さんと中学２年の秋冨伸明君が受賞の後、来賓の方や他の受賞

者や保護者の方の前で堂々と朗読してくれました。更生保護協会理事長代理でプレゼンターを努めた私

は何時になく緊張しました。重々しい雰囲気の中、あがらない彼らはまさに新人類、特に本山南中学 2

年の秋富君はしっかりとした少年でこれからの活躍が楽しみです。東灘区からそれぞれが代理で石田さ

ん、桑山さん、羽島と出席させていただいて、ちょっと鼻が高くなる名誉な思いを実感させて頂きまし

た。来年も力が入りますね。皆様ご協力有難うございました。（羽島保護司投稿）  

 

★平成２６年１２月２６日 兵庫県第６４回”社会を明るくする運動”作文コンテスト入選作品表彰式 

 兵庫県推進委員会 第 64 回“社会を明るくする運動”作文コンテストの表彰式が昨日行われました。

(後日、表彰式の様子をアップします） 

 “社会を明るくする運動”の一環として毎年行われておりますコンテストは、次代を担う小中学生に、

日常の家庭生活・学校生活の中で、非行問題をはじめとして日頃考えていることや体験したことを作文

に書くことを通して、本運動に対する理解を深めてもらうことを目的としております。応募作品は逐年

増加し、本年は小中学校合わせて２０，０７５点を数え、審査の結果、兵庫県推進委員会委員長（兵庫

県知事）賞など入選作品１２点が選ばれました。  

  

1 日時  

 平成２６年１２月２５日（木曜日）１３時３０分～１５時００分  

2 場所  

 神戸市中央区多聞通３－１－１湊川公園内  

 楠公会館３階「菊水の間」  

3 主催  

 第６４回“社会を明るくする運動”兵庫県推進委員会  

 （兵庫県知事が委員長に就任）  

４  審査結果 
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★平成２６年１１月２７日  

コミコミ誌に作文コンテスト受賞者紹介 

 東灘区民広報誌コミコミ１２月号に 

第６４回「社会を明るくする運動」作文 

コンテスト受賞者紹介が載っていました。 

受賞されたみなさん、おめでとうございま 

す。毎年夏休みに応募していますので、 

小中学校のみなさん、保護者・先生、 

よろしくお願いします。  
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４ 更生保護女性会の活動 

★平成２７年３月１日 東灘区更生保護女性会結成６０周年記念祝賀会 

 ３月１日午前１１時半よりホテルプラザ神戸において東灘区更生保護女性会結成６０周年の記念の会

が来賓の方７名をお迎えして開催されました。 

 生憎の空模様でしたが、全員晴れやかな笑顔で、還暦を迎えた更生保護女性会の新たな門出をお祝い

しました。皆様から暖かいメッセージをいただいた後は、日本酒で乾杯、昼食を頂きお楽しみの会に、、、。

全て手作りでのおもてなしは更生保護女性会と来賓の方々と共に声を合わせて紐解く「うたごよみ」で

す。山田さんの伴奏、羽島の進行で懐かしい歌の数々を大声で唱和しました。途中「夏の思い出」を池

田陽子さんの独唱、また石田会長の三味線で「祝い舟」、とサプライズもあって楽しく和やかなうちにお

開きとなりました。   

 保護司会の皆様、今後ともまたよろしくお願いします。（羽島保護司投稿） 
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★平成２７年２月２３日 更生保護施設「播磨保正会」ディナーサービス 

 神戸市の北区、灘区・葺合区・生田区・東灘区更生保護女性会の１０名で播磨保正会の給食に行って

参りました。献立は 

   １、白菜肉丸湯（白菜と肉団子のスープ） 

   ２、ロール白菜 

   ３、さつまいものみぞれ和え 

   ４、いり豆腐 

   ５、杏仁豆腐（中華プリン） 

の５種を３０人分作りました。（森保護司投稿） 
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５ 関係機関との連携活動 

★平成２７年２月２１日 平成２６年度青少年育成フォーラム 

 東灘地区青少年育成協議会・東灘区役所主催「平成委２６年度 青少年育成フォーラム」が神戸市立

本庄小学校で開催されました。第１部表彰式、第２部記念公演で、「青少年を地域で讃える賞 受賞者」

は善行青少年表彰「消火活動」３名・人命救助」１名が、青少年地域活動賞 団体の部１４団体・個人

の部 東灘区保護司会が推薦した秋富君（神戸市立本山南中学校）ほか１名が、特別賞（プログラム表

紙絵」部門 ３名がそれぞれ受賞されました。 

 

  青少年を地域で讃える賞について 

 昭和４６年度より東灘地区青少年育成協議会（平成

１５年４月１日東灘地区青少年問題協議会より改称）

会長と東灘区長が年に一度、地域社会でのボランティ

ア活動や健全な仲間づくり、グループ活動など、他の

模範として推奨に値する行いのあった区内の青少年を、

地域の誇りとして讃え、表彰することにより地域ぐる

みの青少年の健全育成に寄与する目的でこの「善行青

少年表彰」が創設されました。 

 当初、この表彰は東灘区が独自に行ってまいりましたが、平成１２年度より神戸市において「青少年

を地域で讃える賞」として市内の各区で表彰を行う制度が誕生し今日に至っています。 

 なお、今年度は特に他の青少年の模範となる善行を行った青少年を「善行青少年表彰」として表彰し、

ボランティアや社会奉仕活動などを行った青少年を「青少年地域活動賞」として幅広く表彰します。 

 

★平成２６年１１月８日 麻薬・覚醒剤乱用防止運動兵庫大会 

 麻薬・覚醒剤乱用防止運動兵庫大会が東灘のうはらホールで開催されました。大会前に住吉駅前で各

キャラクターと共に麻薬・覚醒剤乱用防止運動としてティッシュ配りをし、その後、うはらホールにて

式典が開催されました。（川西保護司投稿） 
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 第 1 部では厚生労働大臣代務者・兵庫県知事代務者・神戸市長代務者が挨拶をし、その後、防止運動の

功労者に感謝状を表彰されました。 

 大会宣言では、本山・住吉・御影・本山南の各中学生が代表して宣言をしてくれました。第２部では

「こころを開いて、輝く明日へ」と題して兵庫県警察本部少年育成課 ハートスキルアップ劇団「麦の穂」

による劇を開演、第 3 部では特別講演として「さらば、哀しみのドラッグ」と題して水谷修氏が講話さ

れました。 
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★平成２６年１１月３日 ひがしなだふれあいフェスタ２０１４ 

 住吉公園特設会場で開催された「ひがしなだふれあいフェスタ２０１４」に出店しました。多くのみ

なさまのご来店、ありがとうございました。午前中で「トミーズのパン」は完売し、多種多様な品々も

残りわずかになりました。今年も大盛況で、関係者のみなさま、ありがとうございました。 
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６ 会議報告 

【総会・互礼会】 

★ 平成２７年新年互礼会 

 １月２８日東灘区保護司会・東灘区更生保護女性会「新年互礼会」がホテルプラザ神戸で開催されま

した。 開催に先立ち、神戸保護観察所 所長 鈴木美香子様による統一研修「更生保護を巡る動向につ

いて」を持ちました。  

 引き続き、清原孝重副会長の司会のもと西尾静夫会長の挨拶、神戸保護観察所 所長 鈴木美香子様・

神戸市東灘区役所 区長 井川 博様・兵庫県東灘警察署 署長 黒田稔樹様の来賓挨拶、神戸保護観

察所 保護観察官 五十嵐律子様のご発声による「灘の酒で乾杯！」で懇談に入り、東灘区更生保護女

性会 会長 石田弘子様の閉会の辞でお開きとなりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【県市等会議】 

★平成２７年３月１８日 兵庫県更生保護協会理事会・評議員会 

 平成２７年３月１８日(水）アリストンホテル神戸 にて第３８回兵庫県更生保護協会の理事会・評議員

会が開催されました。監事を仰せつかっている羽島が出席しました。決算、予算等審議が行われました。 

ところで、「兵庫県更生保護協会」とは更生保護事業法に基づき、法務大臣の許可を受けて設立された公

益法人です。地域社会の安全と平和のためご理解、ご援助をを頂いている方や団体からの寄付や会費に

よって運営されています。 次のようなことを実施しています。 

①啓発活動の実施 

   例として教養講座 

②一時保護事業の実施 

   保護観察対象者や刑務所満期釈放者を含む更生緊急保護対象者が 
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  更生のために保護を必要とするものに対し、就労にかかる支援、帰住にかかる旅費の援助 

  食事費の援助、医療費の補助、 

  就労支援に伴う援助（主に金品による援助など、勿論適格な判断による）を実施する。  

③犯罪予防活動に対する連絡助成 

   例として 小冊子「こんなときあなたはどうする」を作成 

④兵庫県更生保護団体連絡協議会における連絡助成 

   更生保護施設、更生保護女性会 BBS 就労支援事業者機構 

   以上の各団体との連絡協議会を開催し、必要な助成を行なう。 

⑤保護司活動に対する連絡助成 

⑥保護観察の処遇に関する連絡助成 

例を挙げると枚挙に暇がありません。 

 さて、余談ですが、行きのポートライナー線のターミナル駅でマンションかと見間違った  

「クイーンエリザベス」をもっと近くで見たいと帰りは途中下車しました。写真をご覧ください。 

（羽島保護司投稿） 
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★平成２６年１１月１６日 更生保護制度施行６５周年記念近畿大会 

 京都コンサートホールで近畿大会が開催されました。 

まず、講師Ｐａｉｘ２「ほんとうの幸せとは～プリズンコンサートを通して～」記念演奏に続いて式典

が催されました。東灘区保護司会から参加された５人のみなさん、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

★平成２６年１１月１４日 更生保護制度施行６５周

年記念兵庫県大会  

神戸文化ホールにて兵庫県更生保護大会が開催されま

した。  

褒章、全国保護司連盟理事長表彰、神戸保護観察所長

永年表彰（3０年）など東灘区保護司会のみなさんが表

彰されました。  

 最後に、大会宣言を採択しました。参加されたみなさ

ん、お疲れ様でした。  
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【理事会】 

★平成２７年３月１４日 平成２７年３月度理事会  

 ３月１４日青木文化センターにて３月度理事会が開催されました。  

◯平成２７年度役員、監査、専門部会長・副部会長候補は確定、一支部を除いて支部長・副支部長候補

がそろいました。  

◯４月２４日総会資料の打ち合わせをしました。  

◯次回４月度は４月１１日１５時青木文化センター  

  

★平成２７年２月２８日 平成２７年２月度理事会  

 ２月２８日（土）青木文化センターにて２月度理事会が開催されました。みなさんへの連絡事項は次

の通りです。  

〇平成２７年度東灘区保護司会役員・理事・監査等の候補者が決まりました。残るは平成２７年度から

新設する副支部長の人選のみです。  

〇平成２７年度「活動計画」が承認されました。基本的には平成２６年度と同じです。なお、「学校との

連携強化行事」の担当支部は住吉、「更生保護施設参観・連携」は本山支部が担当です。  

〇今後の予定は、３月６日の自主研修、４月２４日（金）の総会【注意 １月度では２３日でした】  

  

★平成２７年１月２４日 平成２７年１月度理事会  

  １月２４日（土）青木文化センターにて１月理事会が開催されました。みなさんへの連絡事項は次の

通りです。  

〇新年互礼会  

 日時：平成２７年１月２８日（水）１７時３０分～  

 場所：ホテルプラザ神戸  

〇新部長、副部長の選任  

 平成２７年２月２６日（木）第４回統一研修終了後に  
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各部会にて部長、副部長を選任することになっています。  

万難を排してご参加下さい。  

〇自主研修  

 日時：平成２７年３月６日（金）１３時３０分～  

 場所：東灘サポートセンター  

 演題 東灘区保護司会ホームページ開設に向けて  

      広報部準備委員 和田 道夫  

〇総会  

 日時：平成２７年４月２３日（木）１７時～  

 場所：ホテルプラザ神戸  

 

★平成２６年１１月２２日 平成２６年１１月度理事会  

 １１月２２日（土）青木文化センターにて１１月理事会が開催されました。みなさんへの連絡事項は

次の通りです。  

 ①新年互礼会 平成２７年１月２８日（水）午後５時３０分から 

                           於ホテルプラザ神戸 

  なお、名誉会員には各支部長からご案内 

 ②総会    平成２７年４月２４日（金）午後５時から 

                           於ホテルプラザ神戸 

 ③平成２７年１月末までに、各支部において、支部長選任と専門部会員決定 

  なお、専門部の部会長・副部会長は平成２７年２月２６日第４回統一研修終了後 

  に選任 

 ④平成２６年３月「保護司の安定的確保に関する基本的指針」を全会員に配布 
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７ 研修会報告 

【特別研修会】 

★ 平成２６年度（保護司実費弁償金関係） 

 ２月２日、保護司実費弁償金及び保護司経理の改訂（案）説明会に出席しました。 

 平成２７年度から  

 〇保護司会から保護観察所への実費弁償金（保護司活動のうち地域活動、組織活動）の請求方法が整

理・統合され、手続きが簡素化されます。 

 〇ただし、原データである支部・専門部会と本部との手続きは、従前の報告様式が変更になる程度で、

基本的には現行通りと思います。 

 〇次回の役員会・理事会で、今後の取扱いについて議論されることと思います。 

以上、簡単ですが出席報告とします。 

 「地域活動・組織活動に係る保護司実費弁償金の整理・統合（案）」の収支予算（決算）＜支出の部＞

【現行】と【改正後】（ページ２７・２８）の関係をマトリックスにしてみました。 あわせて、本部・

専門部会・支部との関連、実費弁償金の区分との関連も試みました。理解不足のところがあるかも知れ

ません。ご指導をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【定例研修会】 

★平成２７年３月６日 平成２６年度自主研修 

「東灘区保護司会ホームページ開設に向けて」 

        広報準備会 和田保護司 

 東灘区保護司会の行動転換を目指し 

 ＳＴＥＰ１（平成２６年度）ブログ及び手作りホームページにチャレンジし 
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 ＳＴＥＰ２（平成２７年度）総務活動は総務が、支部活動は広報部員が、専門部会活動はそれぞれ   

       の部会員が投稿し、広報部ブログ担当がパソコン入力 

することに参加者の共通認識が得られました。そして、投稿記事のチェックについては、更新の都度ブ

ログ担当から役員・理事・広報部員に一斉お知らせメールをおこない、不都合なものについては即刻ブ

ログ担当が削除することとし、その他運営方法の改善については歩きながら考えることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★平成２７年２月２６日 平成２６年度第４期定例研修会  

第４期定例研修会「Ｑ＆Ａ こんな時どうしますか？」 

        神戸保護観察所 保護観察官 五十嵐 律子 

 研修目的「保護観察処遇を進めていく中で、予期しなかった事態が発生し、その対応に苦慮する場合

があります。そして、そのような場面で行った対応が、その後の保護観察処遇に大きな影響を及ぼすこ

とがあります。今回の研修では、保護司が「こんなとき、どうすればいいだろう」と悩んだり、判断に

迷う場面を取り上げ、その対応の仕方について、検討します」のもと、７事例について６グループに分

かれてディスカッションし、代表グループが検討結果を発表しました。経験の浅い保護司には先輩保護
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司の体験を交えた対応策を学び、全員には五十

嵐保護観察官から的確なアドバイスをいただ

き、いつも通り活気ある研修会となりました。 

 研修会後、専門部会の平成２７年度部長・副

部長の選出会議が部会毎に開催され、広報部は

小野さんに部長を、石畠さんに副部長になって

いただくことになりました。小野さん、石畠さ

んを中心に活力ある広報部を！！みなさん、よ

ろしくお願いします。 

  

【講演会】 

★平成２７年２月１５日 松本サリン事件被

害者 河野義行氏講演会 

 第５回矯正・保護ネットワーク講演会  

２０１５年２月１５日（日）１３：３０～  

  龍谷大学響都ホール  

講師 河野 義行氏  

 松本サリン事件被害者  

テーマ 被害者から見た社会の理不尽さ  

主催 龍谷大学矯正・保護総合センター   

後援 京都府保護司会連合会   

【概要】  

●２０年前の１９９４年６月２７日深夜に、ま

ず犬が、次いで妻が、そして自分が被害に。警察は３つの疑惑①行動が不自然（苦しんでいる妻の傍に

おらず、玄関で救急車を待っていた）②翌朝の事情聴取を拒否した③翌日の夜、昨日の行動を聞かれた

が答えられなかった④薬品の所持で、被疑者不詳のまま家宅捜査。２８日夜人名発表で警察が記者会見。  

●容疑者扱いするマスコミ報道が過熱。２９日には無言電話、いやがらせ。週刊誌でプライバシーが丸

裸「とんでもない悪いやつ」  

●弁護士依頼  

●７月３０日完治していないのに病院から退院させられ、警察で７時間に及ぶ事情聴取。翌日も言われ

たが拒否し、逮捕覚悟で①資金整理②弁護団依頼③事情聴取メモの論点整理の準備開始。そして市民集

会で冤罪を主張  

●翌年１月１日読売新聞が一面で上九一色村でサリン残留物検出をスクープ。３月２０日東京地下鉄サ

リン事件発生。６月１１日刑事部長が遺憾の意の記者会見  

と、１時間４０分にわたって「被害者から見た社会の理不尽さ」を丁寧に熱弁されました。  
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★平成２６年９月９日 平成２６年度依存症関連問題研修会 
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８ 支部報告 

【本山支部】 

★平成２７年 ３月２６日 本山支部長引継 

 本日、本山支部長候補の小林保護司、副支部長候補の山下保護司に事務引継をしました。  

 平成２１年度から６年間、「みんなでやる」支部活動を目指し、会員相互のコミュニケーションを大切

に考え、「まめに情報発信」することに務めて参りました。当初はＦＡＸ送受信もありましたが、今では

全てメール交換で、書類も電子ファイルになりました。その結果、引継もＳＤカード１枚（説明のため

にプリント付）で済んだ次第です。  

 ところで、平成２７年度より東灘区保護司会役員・理事・監査候補者１７人のうち本山支部所属保護

司が７人（本山支部全員で１１人）を占めることになります。従って、本山支部全保護司相互の日常的

なコミュニケーションが東灘区保護司会の円滑な運営にとって重要となります。といった意味でも、今

後、小林新支部長、山下新副支部長のもと、益々本山支部が発展することを期待したいと思っておりま

す。  

 最後になりましたが、本山支部のみなさん、６年間、ご支援・ご協力、本当にありがとうございまし

た。（和田保護司投稿）  

 

★平成２７年 ３月１０日 本山中学校卒業式来賓出席 

 第６８回卒業証書授与式に来賓（保護司としてふれあい懇話会メンバー）として出席しました。卒業

生徒は２７７人で、「国家斉唱」の後、卒業証書が授与されました。 

 クラスごとに左右ブロックの前列から、アイウエオ順で相互に壇上に上がり、校長先生から卒業証書

をいただき、降壇後座席エリアの後方で証書を一旦返して、男女別に左右ブロックの前列に戻る 

極めて整然と流れ、後の卒業式歌・校歌、卒業生合唱に備えた男女別体制が出来あがっていました。見

事な動きに感心しました。 

 また、終始姿勢を崩さず、私語もなく、素早い起立と、角度の深い礼、見事な卒業生たちの姿に感服

しました。 

 そして、学校長式辞、ＰＴＡ会長祝辞、在校生代表送辞、卒業生代表答辞、「蛍の光」来賓・保護者も

含めた大合唱と卒業式の心が踏襲されていました。 

 伝統の重みとわが街・岡本を感じる素晴らしい卒業式でした。卒業生のみなさん、校長先生をはじめ

とする教職員のみなさん、素直な子供に育てて下さった保護者のみなさん、子供たちをいつも見守って

おられる地域のみなさん、ありがとうございます。（和田保護司投稿） 

 

★平成２７年 ２月２４日 本山南中ブロック・本山中ブロックふれあい懇話会 

 本山南中学校「平成２６年度第３回本山南中ブロック・本山中ブロックふれあい懇話会」に出席しま

した。今回の講演は「インターネット社会における子どもたちの現状」で、講師の上玉利さんが①情報

化社会の現状②子どもたちへの脅威③私たちに何ができるのか、について懇切丁寧に１時間３０分語っ

て下さいました。そのなかで、印象に残ったことを幾つか記します。 

 １）インターネットゲームはゲームと違って「時間イベント（深夜から始まるものもある）」「チーム
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戦のイベント」があり、時間に縛られ、時間管理が

困難である。 

 ２）スマホは大人にとっては情報収集・情報連絡

のツールであるが、子どもにはコミュニケーション

ツールであり、スマホは「息抜きの時間・くつろぐ

時間・ほっとする時間・ストレス解消する」もので

ある。 

 ３）子どもの幸せのために親は勉強しましょう。

子どもと一緒に勉強して下さい。しかる前に安心さ

せて下さい。親同士で情報交換・コミュニケーショ

ンを。 

 

★平成２６年１２月６日 年末研修会 

 本日、本山支部の年末研修会を開催しました。主な決議事項は次の通りです。 

①新支部長を決定しました。新しい風のもと、みんなで楽しくやりましょう！！ 

②来年度担当の研修旅行の新しい方針が固まりました。素晴らしい企画をみんなで！ 

その後、楽しい懇談会に発展しました。ちょっと早いですが、良いお年を！！！ 

  

★平成２６年１２月６日 感想文をいただきました  

 １１月２８日本山中学校「平成２６年度第２回本山南中ブロック・本山中ブロックふれあい懇話会」

で「知ってください、保護司活動」を本山支部２名で３０分程度話ました。その時の感想文を頂きまし

た。 

〇保護司の方々の活動も初めて知り、社会は色々な団体と地域が密接に関わりあって成り立っているの

だと思いました。（福池小保護者） 

〇保護司さんのお仕事の大変さご苦労がよくわかり子供達を見守って頂いて、とても感謝の気持ちでい

っぱいです。（本山中保護者） 

〇”保護司”を知らずにいたので、今日知る事が出来て参加してよかったです。（本山南中保護者） 

などなど。みなさん、これからもそれぞれの立場で地域活動に励みましょう。どうもありがとうござい

ました。 

 

★平成２６年１１月１８日 本山南中ブロック・本山

中ブロックふれあい懇話会 

 １１月２８日本山中学校「平成２６年度第２回本山

南中ブロック・本山中ブロックふれあい懇話会」で「知

ってください、保護司活動」を本山支部２名で３０分

程度話ました。出席者は、７つの小中学校校長ほか、

ＰＴＡ、青少協のみなさんです。これからも機会があ

れば出向いていきたいと思います。 

http://blogs.yahoo.co.jp/hogosikai/GALLERY/show_image.html?id=32272873&no=0
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★平成２６年１０月２９日 奈良少年刑務所正門を撮影しました 

 今日、天気が良いので正倉院展に行ってきました。

第２阪奈で極めてスムースに。しかも待ち時間３０分

で入ることができました。帰路に奈良少年刑務所の正

門を撮影しました。奈良公園から車で１０分もかかり

ませんでした。かって、平成１０年１１月６日に魚崎

支部のご担当で奈良少年刑務所を訪ねています。 

  

  

★平成２６年１０月１５日ふれあい懇話会で保護司の

話をすることになりました 

 本日、神戸市立本山中学校に行ってきました。 

来たる平成２６年１１月２８日（金）に神戸市立本山中学校で開催される 

 第２回本山中・本山南中ブロック ふれあい懇話会 

で、研修「保護司について」（３０分）を担当することになりました。さっそく神戸保護観察所主任官に

関係する数値を教えていただくよう依頼しました。一人でも多く更生保護を理解していただければと願

っております。  

  

【住吉支部】 

★平成２７年３月２４日 渦が森小学校卒業式来賓出席 

 神戸市立渦が森小学校で卒業式が行なわれ

ました。来賓で行ってまいりました。式が終っ

たころ季節はずれの雪が六甲おろしの名の通

り風に舞い散り､まるで卒業生をお祝いする紙

ふぶきのようでした。    

 男子８４名  女子６７名 計１５１名が元気

に巣立っていきました。 

 最近は仰げば尊しや蛍の光は歌わずに､今の

思いを詩に託し､掛け合いや重唱で､感謝と旅

だちを歌い上げ､まるでミュウジカルの舞台の

ようでした。 

「感動を有難う!!」（羽島保護司投稿） 

  

★平成２７年３月１６日 平成２６年度第３回住吉ふれあい懇話会 

 ３月１６日、ふれあい懇話会が当番校の渦が森小学校でありました。 

 住吉中学の校長先生を会長として地域の住吉小学校、渦が森小学校の校長先生、また地域団体、関係

機関、学校関係（PTA の役員、愛育部、生徒指導の先生）の皆様が実行委員として出席いたしました。 

   

http://blogs.yahoo.co.jp/hogosikai/GALLERY/show_image.html?id=32206669&no=0
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 情報交換の後、住吉中学校の豊富なホームページの写真から、今回は「被災地支援を通じて心の教育

を」～「まけないゾウ」プロジェクト～阪神淡路大震災から２０年 KIZUNA(絆）を考える会」への取り

組みを紹介してくださいました。 

  そして、以下の取り組みを推進していくことを宣言しました。 

一つ目、、、災害に備える取り組 

二つ目、、、災害の知識を学ぶ取り組 

三つ目、、、被災した人々を支援する取り組 

四つ目、、、地域との交流を深める取り組 

  なお、「被災した人々を支援する取り組」として「まけないゾウ」プロジェクトを。 

  この「まけないゾウ」とは阪神淡路大震災後 KOBE 発「生きがい協働事業として 1997 年にスタート。

「1 本のタオル運動」で集められたタオルを被災者がぞうの形をした壁掛けタオルに変えて販売。生徒会

の被災地支援の取り組みとしてスタート。（羽島保護司投稿） 
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★平成２７年３月１０日 住吉中学校卒業式来賓出席 

  神戸市立住吉中学校で、厳かな中、整然と行なわれ、無事に男子９８  女子 ７８  計 １７６名が卒

業しました。来賓として臨席し、未来に羽ばたく卒業生たちに幸多かれと祈るばかりでした。（羽島保護

司投稿） 
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９ 専門部会報告 

【広報部会】 

★平成２７年２月２４日 射水保護司会ホームページに２月１０日訪問の詳細記事が  

            アップされました  

神戸市東灘区保護司会「更生保護サポートセンター射水」に来訪  

2 月 10 日（火）更生保護サポートセンター射水に 4 名のお客様をお迎えしました。 

東灘区保護司会は、現在広報部がないため、ホームページの作成、広報、及び当会の活動について視察

にみえました。 

事務所見学の後、和室にて懇談会を行いました。 

射水、東灘区の地理的、保護司会の歴史的特徴、良い点や課題など、ホームページの作成方法のみにと

らわれない幅広い意見交換ができたことを嬉しく思います。 

参加者は（東灘区） 

西尾静夫東灘区保護司会長 

羽島敦子前会長 

山田シヅ子次期会長候補 

広報部準備委員和田道夫さん 

（射水保護司会） 

富山県保護司会連合会会長   米澤 治夫様  

射水保護司会会長       五十嵐 繁久様  

射水保護司会副会長      江尻 昭様  

射水保護司会事務局長     棚田 孝様  

射水保護司会理事（広報担当） 林  弥生様  

※資料 1（射水保護司会） 

ホームページの制作について Q＆A 

 事前に東灘区保護司会より質問がありました。 

Q.１ 立ち上げ時 

・どのような体制で、何を検討し、誰に、いくらぐらいの費用でホームページを立ち上げたのでしょう

か？ 

・その時の悩み事はなんでしたか？ 

A. 

体  制          広報部から射水保護司会のホームページ を作りたいと会長に申し出。 

                  広報活動の一貫と捉え、ホームページの担当は広報部とし一任。 

検討事項        ・ホームページの構成・内容 

                      ・作りっぱなし、見るだけのものでないこと 

                      自分達ですべて追加・更新できること 

                       広報部員、保護司会の会員で、パソコン入力ができる人なら、誰で 

                       も何時でも、更新できるホームページにするため、CMS システムを採用 
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費  用          ・レンタルサーバー年間 3000 円（自費） 

                  ・ドメイン使用料 

              開設当初は無料のものを使用   http://imizu-hogoshikai.sub.jp/ 

                       無料のデメリット 

    アドレスが長くて口頭では伝えづらい 

                          検索エンジンが拾わない 

                          ヤフーやグーグルで検索しても、出てこない 

                  ・CMS 制作・デザインは、当該部員の家族が専門家であるため無償提供 

                  ・記事入力は、当該部員が行ったので無償 

悩み事            ・ホームページの必要性を会員が感じているわけではない。 

                  ・従って開設したとして、どの程度の会員が観てくれるか期待できない。 

  

Q.２ 開設当初 

・更新記事の作成からホームページ入力の流れはどのように行い、スムーズにできましたか？ 

・いつまでに誰が記事を書き、どなたが文章を加筆修正し、ホームページに誰がいくらぐらいの費用で

入力したのですか？ 

・全員が一丸となってやるためにどんな工夫をしましたか？ 

・悩み事はありましたか？ 

A２. 

・更新記事の作成入力 

・専門家に、素人でも投稿ができるような CMSシステムを作成してもらった 

・更新記事の作成からホームページ入力の流れ 

1  広報「射水更生保護」をスキャナーで読み込み PDF データを作成 

2  専用ソフトウェアを使って、印刷物を OCR で読み取り、文書データ（記事）と画像データ（真）

に変換 

3   ホームページの管理画面より、文書データ（記事）と画像データ（写真）を投稿 

4   当初は、面倒に思われた作業も、繰り返すうちに慣れて、記事が増えていくことに喜びを覚え

るようになった 

5   入力に慣れてきたので、既刊の広報の記事より最新の記事を優先的に投稿する 

6   一部の会員からの広報記事の起筆には、適宜ワード文書や電子メール（写真添付もあり）で送

ってもらえるようになった 

  

  記事入力                 広報部長 

  内  容                   射水保護司会の理事会報告 

                                    射水保護司会の行事、保護司会として参加した行事、 

                                    生保護女性会等連携団体の活動紹介 

                                    広報「射水更生保護」への掲載記事 

                                    法務省など官公庁からの情報や更生保護に関するリンクの追加 
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  加筆修正                     指摘、指導があった都度随時 

   費  用                     レンタルサーバー 年間 3000 円 

                                    無料のドメイン  http://imizu-hogoshikai.sub.jp/ 

                                    ホームページのデザイン・CMS 制作の謝礼として 1 万円 

                                    CMSシステムを採用したためホームページの運用保守費用は発

生しない 

・ホームページ更新などの体制 

個人に依るところが多く、全員が一丸となって、という体制にはなっていない  

近い将来には事務局、各部会が随時記事や情報を入力するようにしたい。  

・  開設時の悩み事 

1   ホームページの構成と内容、記事をどうするか 

2   保護司会の紹介・沿革、更生保護についてなど掲載内容の決定 

3   まずは、ホームページの投稿入力に慣れ、ホームページ自体のボリュームを上る 

 広報「射水更生保護」第 1 号から 10 号までの記事と写真を入力することから始めた。 

・射水保護司会は。平成 17 年に新湊・射水合併して誕生したため、遡る広報もそれほど多くなく、合併

以降の活動紹介にも適していた。 

・ホームページを開設し、記事が増えていっても、ほとんどの会員は無反応・無関心 

 会員にさえ見てもらえないものに、関心を持って見てくれる人がいるのか不安 

・検索しても、射水保護司会のホームページは探し出せない 

・一体どれぐらいの人が射水保護司会のホームページを見てくれているのか、不安・心配だったので無

料の Google のアクセス解析（HP の閲覧人数・閲覧者の地域、興味をもった記事等がわかる）を利用し

て、利用者数を知り少し安心する。 

Q3.現在 

・どのような体制で、日々の記事を更新していくのですか？ 

・関係者は無理なく協力的に進んでいますか？ 

・専門家に何を依頼していますか？ 

・費用はいくらぐらいかかっていますか？ 

・現在の悩みは何ですか？ 

A.3 

記事の入力                広報部長 

  内  容                  射水保護司会の行事、保護司会として参加した行事、 

                                 更生保護女性会の活動 

                                 広報「射水更生保護」への掲載記事 

  加筆修正                  指摘、指導があった都度随時 

   費  用                  レンタルサーバー 年間 3000 円 

                                 hogosi.com という名前の使用料として 年間 980 円 

                                CMS システムを採用したため、ホームページの保守運営費用は発生

しない。 
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関係者の協力 

 ・ライオンズクラブ事務局から、薬物乱用防止教室の写真をメールで送付してもらえた。 

 ・各部長から、広報原稿、行事の報告をメールで受信。広報の編集の時短につながる。 

・更生保護女性会の活動をホームページだけでなく、広報に載せる事がスムーズに決定した。 

専門家に依頼したこと 

当保護司会へのメールを簡単に送付していただけるように、ホームページに「お問い合せフォーム」

を追加（無料） 

自分で追加したこと 

射水保護司会のツイッターアカウントを取り、ツイッターでもタイムリーな情報発信を行い、ウィ

ジェットを利用して、法務省・厚生労働省・関連諸機関のツイッターでの投稿を、射水保護司会の

トップページに追加 

ツイッターやホームページ、新聞などで知った有用な情報、リンクをホームページに追加 

  

悩み事 

l  地域別定例研修会の詳しい内容を、仕事の都合などで出席できない会員のためにホームページで紹介

したいが、現在は資料、内容の著作権等に配慮している。 

射水保護司会の会員専用ページの作成など検討したい 

l  広報部員等より多くの方にホームページの更新、ツイッター等に参加できるようにしたい。 

  

Q.４反響 

・保護司会の皆さん、地域の皆さん、保護観察所・市役所・各種団体のみなさんの反響はいかがですか？ 

・保護司会以外の行政・団体・地域の方々からの投稿はありますか？ 

 投稿していただくための仕掛けをしていますか？ 

A.  ４  

反響 

・射水保護司会 HP があることの周知、記事への感想 

     広報「射水更生保護」への投稿依頼がスムーズに（メールの利用増） 

・地域の皆さん 市のホームページから、当保護司会のホームページヘのリンク 

                     更生保護女性会の会員から、感想 

                                     現在射水市からのホームページの訪問者数は、月 50～100 

・保護観察所    一定の評価を得ていると思う。 

                サポートセンター協議会の記事や写真は喜ばれている。 

・各種団体      ライオンズクラブと共同事業として始めた小学校での「薬物乱用防止教室」の資料、

下地としての役割 

                 初めて連絡をとる相手でも、口頭や資料で説明しなくても、ホームページを見ていた

だくことで、コミュニケーションがスムーズになった 

（例 1）        先進地視察研修 厚生労働省麻薬取締部 

（例 2）        検察庁高岡市部 講師依頼 
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                                          （例 2）岐阜もとす地区保 護司会が視察研修に来訪 

  

本保護司会の活動、保護司として知っておきたい情報を優先しているため、保護司会以外の行政・団体・

地域の方々からは現在まで投稿依頼をしていない。 

 今後必要があれば、検討したい。 

アドバイス 

l  繰り返し見てもらうためには、素人っぽくないデザイン、構成が必要 

l  無料のブログは、広告が入るし、常に一番新しい記事が上位に来て後から行事等について検索がしに

くい。 

l  ホームページのデザイン・CMS制作はプロに依頼し、記事の投稿・更新は会員がする 

（CMS の利点） 

1   作って終わり、見るだけのホームページにしない 

2   維持更新費用を０円にして、いつでも好きに更新できるようにする 

3   必ず独自ドメインを取る（検索エンジンに拾ってもらう、アドレスを周知させる） 

4   投稿を分散して作業できる            人、時間 

5   SNS 連動 ― ツイッター（Twitter） 連動性 

                ― グーグルプラス（Google+） 拡張性 

                 ― フェイスブック（Facebook） その他 

l  ホームページの構成を決める 

基本構成は後から自分たちでは変更できない 

（例として射水保護司会の場合） 

トップページ                  射水保護司会について 

射水保護司会の概況            組織・役員 

                              部会 

                              沿革 

                              広報誌（既刊広報誌の PDF） 

                              活動報告 

社会を明るくする運動          運動のあらまし 

                              活動報告 

部会活動報告                  総務部会 

                              研修部会 

                              学校部会 

                              地域活動部会 

                              協力組織部会 

連携団体・関連団体            連携団体一覧 

                              関連団体一覧 

お問合せ                      ご意見お問合せ 
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（参考） 

東灘区                人 口 210,625 人 

                          世帯数 94,170 

                          面 積 30.36km2 

  

射水市                保護司定数５８名 

                          人 口 94,632 人 

                          世帯数 33,599 

                          面 積 109.18km2 

        

  

※資料 2（射水保護司会）  

 

★平成２７年２月１８日 広報部準備委員会第４回）  

 平成２７年２月１８日(金）１９時００分～２０時１０分に東灘区更生保護サポートセンターにて定例

メンバーの内６人で開催しました。主な議事内容は次の通りです。  

  ①射水保護司会調査結果報告 

    射水保護司会の皆さんから親切にご説明していただいたことを報告。 

  ②３月６日自主研修内容について討議しました。 

    当日はプロジェクターで東灘区保護司会ホームページ（テスト版）を説明し、 

   それを実現するためには保護司会全員の意識改革・行動転換が必須であること 

   を力説すべきことに意見一致。  

  ③本日で準備委員会を解散し、４月から新たに広報部を設立することに。  

 

★平成２７年２月１３日 射水保護司会ホー

ムページで紹介されました 

 先日の射水保護司会訪問した記事を射水保

護司会ホームページにアップして下さり、わ

がブログのＵＲＬを紹介していただきました。

ありがとうございました。いよいよ第２ステ

ージに突入！！ 

http://hogosi.com/  
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★平成２７年２月１０日 射水保護司会訪問 

 ２月１０日（火）更生保護サポートセンター射水にて１時間半にわたって 

   富山県保護司会連合会会長   米澤 治夫様 

   射水保護司会会長       五十嵐 繁久様 

   射水保護司会副会長      江尻 昭様 

   射水保護司会事務局長     棚田 孝様 

   射水保護司会理事（広報担当） 林  弥生様 

の皆様とそれぞれの保護司会の現状と課題、更には将来ビ

ジョンについて話し合うことができました。そして、来年？

に開設する予定の東灘区保護司会ホームページについて親

切にご指導いただきました。特に、ＣＭＳシステムを是非

とも採用し、誰でも何時でも更新入力ができるようにすべ

きとのアドバイスを頂きました。また、制作・デザインは

専門家にお願いすべきで、無料ソフトにはデメリットが多

いとのご指摘も。 

  当方出席者 西尾現会長、羽島前会長、山田次期会長候

補、和田広報部準備委員の全員が膝を痛めており、射水保

護司会の皆様には失礼な姿になってしまい、申し訳ありま

せんでした。  

 射水保護司会ツイッターの転載です。早々にアップされていました。 

富山でも久しぶりの大雪。東灘区保護司会の皆様をサポートセンターにお迎えしました。保護区の特徴

や、苦慮している点、長所などなど、情報交換。 

 

★平成２７年２月１日 神戸灘の酒による乾杯を推進する条例 

 先日の新年互礼会の乾杯が日本酒（於：ホテルプラザ神戸）で、本日のある会合でも日本酒（於：神戸

ベイシェラトンホテル＆タワーズ）でした。これは神戸市の条例によるものです。みなさん、知ってい

ましたか？ここに制定された条例を記します。 

〇神戸灘の酒による乾杯を推進する条例  

 神戸市は，日本一の生産量を誇る灘の酒を有する日本屈指の酒どころであります。灘の酒の歴史は遠

く室町時代に遡り，日本の伝統産業として，また地域に欠かせない地場産業として，市民の生活と結び

つき市民の誇りとなっています。このような伝統のある灘の酒を抱く神戸市は，灘の酒造りの伝統を守

り，日本酒を通して日本の文化を世界に発信するとともに将来に引き継いでいく責務があります。  

ここに，市は，灘の酒に関わる事業者（以下「事業者」という。）及び市民と一体となって灘の酒を盛り

立てていくことを決意し，この条例を制定します。  

（目的）  

第１条 この条例は，灘の酒による乾杯を推進することにより，日本文化に対する理解を深めるととも

に，郷土への誇りの醸成に資することを目的とする。  

（市及び事業者の役割）  
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第２条 市及び事業者は，灘の酒による乾杯を推進するよう努めるものとする。  

（市民の理解）  

第３条 市及び事業者は，灘の酒による乾杯を推進するに当たっては，市民の自発的な意思を尊重し，

その理解と協力を得て行うものとする。  

（他の神戸の酒への配慮）  

第４条 市及び事業者は，神戸市においてはワイン，ビールその他の灘の酒以外の酒（以下「他の神戸

の酒」という。）の生産も行われていることから，灘の酒による乾杯を推進するに当たっては，他の神戸

の酒について配慮するよう努めるものとする。  

附 則  

この条例は，平成 26 年 11 月１日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★平成２７年１月２６日 「東灘区保護司会の概要」（案）の作成 

 東灘区・東灘区保護司会の概要を説明する資料１枚ものを作成しました。みなさんのご意見で内容を

追加・修正していきたいと思っております。これは他の保護司会訪問時に使用することを目的としてお

ります。 
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★平成２６年１１月２９日 広報部準備委員会（第３回）  

 平成２６年１１月２８日(金）１９時００分～２０時２０分に東灘区更生保護サポートセンターにて定

例メンバー（残念ながら４人のみ）で開催しました。主な議事結果は次の通りです。  

  ①次回は２～３月に開催する。 

  ②２～３月に有志で射水保護司会を訪問する。 

  ③過去の資料収集は総務保存文書の整理のみに留め、３月の自主研修の場で全会 

   員に資料収集を依頼する。 

  ④１２月～３月の事業内容について広報部準備委員が事業当事者に代わって実施 

   結果を準備委員会世話人にメール（写真添付）する。また、所属する支部の活 

   動結果も同様にメールする。メールをもとに世話人はブログにアップする。な 

   お、メールの送付期限は実施後３日以内とする。 

  

★平成２６年１１月４日 平成２７年３月自主研修で活動報告をすることにまりました  

 昨日、研修部長から 

  来年３月の自主研修で広報部準備委員会の活動報告を発表してほしい 

との依頼があり、即刻、快諾しました。 

発表内容としては、例えば 
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  〇ホームページ作成への歩み 

  〇「東灘区保護司会の年譜（第一版）」の配布と説明 

  〇新設「広報部」への期待 

  〇各準備委員から一言 

などがあるのでは？ 

  

★平成２６年１０月２１日 保護司会の過去の資料を収集しています 

 今、広報部準備委員会では「東灘区保護司会の歴史」をまとめるに当たって、過去の資料を収集中で

す。まず「平成１３年度そして平成１０年度以前の」総会資料をご自宅にお持ちの方は各支部の広報部

準備委員にお申し出ください。すみませんがご協力をお願いします。 

 

★平成２６年１０月１６日 広報部準備委員会（第２回） 

 平成２６年１０月１５日(水）１９時１０分～２０時２０分に東灘区更生保護サポートセンターにて定

例メンバーで開催しました。主な議事結果は次の通りです。 

 次回１１月２８日(金）までに 

  ①ＯＢ４人および神戸保護観察所から過去の総会資料等を収集する。 

  ②今後作成するホームページのイメージをそれぞれが描き、次回の委員会で発表 

   （口頭発表も良い）する。 

  ③来月、東京での会議において射水保護司会会長にお会いできるので、質問事項 

  を今月中にまとめる。 

  

★平成２６年９月２５日 豊中地区保護司会「広報誌・ホームページ取組み」調査報告メモ  

 ９月２４日（水）午後７時から８時にかけて、豊中市立福祉会館において豊中地区保護司会の「広報

誌・ホームページ取組み」を教えて頂きました。お忙しいのに５人の方が出席して下さり、資料も準備

して下さり、また日頃夜の会をもたないのに当方の要望で開催して下さり、ありがとうございました。

心から感謝申し上げます。取組み概要は次の通りでした。 

（１）広報誌  

   ○保護司会報 発刊１回／年 →保護司活動の記録  

      第７４号（平成２６年３月３１日）本文１８ページ  

      第７３号（平成２５年３月３１日）本文１８ページ  

        広報部員２１名を３班に分けて、編集・校正作業を実施  

        １１月中旬に執筆依頼をし、１月２０日頃に原稿を回収して、１月編集・   

        校正作業（４～５回）を経て、４月中旬に５５０部を保護司、関係個所  

        に配布  

      第７１号創立６０周年記念特集（平成２３年３月３１日）本文７０ページ  

       １０年分の活動記録、文芸サロン（写真、日本画、俳句、書道）、グラビア   

       ページ、保護司名簿など  

   ○サポートセンターだより 発刊２回／年 →対外的に情報発信する  
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      第１０号（平成２６年６月）Ａ４ １枚  

      第 ９号（平成２６年１月）Ａ４ １枚  

      第 ８号（平成２５年６月）Ａ４ １枚  

        記載内容は、サポートセンターの活動ではなく、保護司会の活動  

         例えば第１０号では  

            第６４回”社会を明るくする運動”強調月間  

             「おかえり。」に込められた思い  豊中市長  

             ７／１（火）駅頭啓発活動  ７／５（土）市民のつどい  

             ７／２６（土）・７／２７（日）刑務所作業製品展示即売会  

             校区別対話集会    

（２）ホームページ 更新１回／年程度→対外的に情報発信する  

   ○平成２６年１月に開設、内容は６ページ  

   ○作成（更新）は専門業者に依頼、更新は１回／年程度  

   ○リニューアルを検討中   

（３）豊中市の広報誌  

   １回／２か月に相談窓口、更生保護女性会員の募集を掲載  

 

以上、成熟した広報誌・チャレンジ中のホームページ・誇りを持ちながらの広報活動、また充実したサ

ポートセンター活動をお伺いし、豊中地区保護司会の素晴らしい姿に感銘しました。  

  

★平成２６年１２月１９日 広報部準備委員会（第 1 回）  

 私もブログは初めてです。まさかこの年なってやるとは！みなさんも戸惑いがあると思いますがよろ

しくお願いします。広報部準備委員会メンバーを中心に活用方法を模索したいと思います。  
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【犯罪予防部会】  

★平成２７年３月２０日 平成２７年度第１回犯罪予防部会  

平成２７年度犯罪予防部会メンバーによる第１回部会を開催した。 

 平成２７年３月２０日（金）１９時～ 於 岡本（和民） 

 出席者（１１名）御影支部 田中恵子 

         住吉支部 羽島敦子 

         魚崎支部 森本和也・梶 実延子・宮田育世・西口敦子 

         本山支部 山田シヅ子・桑山美智子・松澤 恵・山下敬一 

         本庄支部 永島敬夫 

 欠席者（４名） 御影支部 西蔵全祐 

         住吉支部 三輪一了 

         本庄支部 坂井佳江、松本恵美子  

  

  議事     ①連絡事項の確認 

             ②観察の現況、情報交換 

             ③決定事項 

                 1.次回会合   5/8（金） 19：00 サポートセンター 

                 2.社明活動   

                           7/12（日） 御影クラッセ   消防、幼稚園、中学への問い合わせ（田中） 

                                     （山下保護司投稿） 


